
議会の会議録の内容について、簡単に且つ
知りたい内容を的確に検索できるようになりました。

どんなことが調べられるの？
会議録とは、会議の活動経過の記録です。
以下の情報が記録されています。
●会議が開催された日時と場所
●出席議員の氏名
●議題となった事項
●発言内容

①ことばで検索
地域の問題、あなたの周りの気になることなど、
議会で取り上げられているかもしれません。気に
なる「ことば」を入れて検索してみて下さい。

②発言者で検索
特定の発言者に絞って内容を確認することが
できます。議員の名前で検索することで、その
議員がどのような質問や発言をしたか知るこ
とができます。

① ②

議会のしくみ
Q討論とは
討論と聞くと、ある特定のテーマに
ついて複数の人が意見を述べ、意見を
戦わせることを想像される方が多いと
思います。
議会でおこなわれる討論とは、議題と
なっている案件に対して、賛成か反対か
自己の意見を表明することです。

議案の提案理由説明

議案質疑

討 論

委員会付託

採 決

議会の流れ

討論は議員が議員に向けて行うものです。
自己の意見を表明することで、異なる賛否を
持つ他の議員を自分の意見に同調させる
目的があります。

その他、会議名や期間で検索することが
できます。ぜひご活用ください。
ホームページからご覧ください。
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　今号の表紙をご覧になって、「あれ？」と思われた方もいらっ
しゃるかもしれません。これまで小中学生の皆さんに夏休みの自
由課題として題字を書いていただき、表紙を飾ってきました。ど
の作品も元気いっぱいで、見る人を明るくするすばらしいものば
かりでした。今回「伝統も大切にしよう」と元の形に戻しました
が、子どもたちの感性にふれられたあの企画は、議会にとって大
切な財産です。応募してくれた児童・生徒の皆さん、そして支え
てくださったご家庭の皆さま、本当にありがとうございました。
　今議会では決算審議を行い、市のお金の使い方をしっかり確認
しました。市民の皆さまの暮らしにどう結びついているのかを検
証する大切な機会でもあります。今後も「市議会だより」を通じ
て、市政や議会を身近に感じていただければ幸いです。（伊藤）

■発行・編集　広報常任委員会　　　　　　　　　　　　
委員長　　　水梨　伸晃　　　　　　　　　　　　　　
副委員長　　伊藤　知子　　　　　　　　　　　　　　
委　員　　　石原　幸雄　　大森　和夫　　塚原　正彦

　　出澤　　大　　加藤　政之　　　　　　　
〒３００ー１２９２　茨城県牛久市中央３丁目15番地１
℡０２９・８７３・２１１１（牛久市議会事務局）

編　集　後　記

　茨城県支部が牛久市役所敷地内にあることをご存じですか？
　こちらでは認知症に関する相談の受付や、認知症の方やその介護者などを支援するた
めの活動を行っています。茨城県支部の牧野代表と細谷さんにお話をお伺いしました。

取材を終えて
　支部代表に「認知症」についてどのように認識しているかと質問を
されたとき、認知症の方と接した経験や高齢の親に思うこと、ヤン
グケアラーの問題や虐待など、さまざまな意見が出ました。今回の
取材を通して、認知症の方や家族が抱える悩み、また介護や医療の
問題について改めて認識しました。今後さらに認知症の人が増え続
ける中、共生社会の構築や政策の充実の必要性を感じました。

左から牧野代表と細谷さん。牧野代表が
手に持っているものは認知症マフといい
筒状のニットで出来ています。認知症の
人の心身の緊張を和らげ、安心感を与え
るのに役立つと言われています。

NO 認知症，NO LIFE ～認知症は自分事～
認知症は高齢者だけの病気ではなく、働き盛りや子育て世代の若
い方でも発症することがあります。「認知症はいつかなる」と捉
え、「予防」を意識した生活や、お金のこと・受ける医療の希望
を話し合うなどの「備え」をしておくことが必要です。
また、一人悩んだり家族で抱え込んだりしてしまいがちですが、
相談できる場があります。
電話相談の他、介護者のつどいにご参加ください。
詳しくは支部のホームページをご覧ください。

あなたの経験を相談に生かしてみませんか
自分自身の介護経験などを語ることで、現在お困りの方
の力になることができます。お互いに助け合う「ピアサ
ポーター」として一緒に活動してみませんか？

あなたの思いを聴く人がここにいます
公益社団法人認知症の人と家族の会　茨城県支部

今年も開催します
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